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さまざまな苦痛症状緩和のために、指示された薬剤を与薬していると思いますが
内服後の効果について十分に記録されていないことがよくあります。

与薬後にその薬剤は効果あったのか、副作用はなかったのかの確認は
薬剤管理における看護の大切な役割です。
さらに、NRSなどの客観的指標で変化を見ながら評価することは
今後の症状コントロールにとても重要となります。

薬剤それぞれの効果発現時間に合わせ
タイムリーに薬剤の効果や副作用の観察と記録をし
患者さんの苦痛症状緩和につなげていきましょう。

薬剤を使用したら、必ず確認しましょう


